
















みならず袍哥、 官界の人物など大小さまざまな権力者であ が、 沙汀の対象は、 郷鎮の実力者である。一方で、周文は、主に軍隊の各レベルの指揮官や司令部に出入りする関係者をその対象としている。
　
また、諷刺の対象となる人物のとらえ方に注目すると、李劼人は成都市民の立場から民衆に害を及ぼす権力






















































た。そうすれば自分に 関係がなく、陳分県長の親戚である参謀長のラインからの反撃をうけ 恐れもないからである。ここに、 らは危険を冒すことなく責任を負うこともなく、他人を前面 たててその背後で利益だけをむさぼろうと る狡猾な役人の姿 如実 描き出されている。
　
この老獪な役人は、目的の達成に向けて着実に計画を進めていく。まず、施服務員と親しく話をして、県長
































てきた県長 、匪賊はすでに追 払ったが、陳分県長のいる白森鎮の方へ逃げて行ったと施服務員に言う。一緒に入ってきた村長も分県長が匪賊に通じていると言う。これで施服務員はすっかり分県長の容疑が事実であると信じ込むが、老獪な県長 さら もう一押しす 。十数人 農民が、白森鎮と黄村の農民五十名の連名で分県長の罪状を告発する書状を持って訴え出てきたのである。
劉県長は大きくため息をつき、首をふって言った。 「うーん、どうだ、これは本当に難しい！ 　
以前から














































































































出してくれた時、あなたのことを思って驚いたのです。 「 ぜ？ 　
なぜ彼ひとりだけで引継ぎをするのか？
























これまでみてきたように、 『白森鎮にて』 は、 県長と分県長が相手を蹴落とそうとして互いに暗闘を繰り広げ、





















































篇小説である『アヘンの苗の季節』 （原題『煙苗季』 ）に如実に描き出されてい 。
　
西康地域の支配者が劉成勲から劉文輝に代わると、それまでの度重なる苦労によって蝕まれ、衰弱した精神
と身体を立て直し、腐敗しきった故郷を離れて新たな人生の一歩を踏み出 うと決心し 、周文は、自らも染まってしまっていたアヘン吸引 悪習を断ち切 ともに、第二 四軍が開設した川康辺政訓練所に入った。
　
この訓練所での生活は周文を大きく変えた。日々の軍事訓練 よ 身体を鍛え上げ、政治学や経済学を学











































































































拙論 「周文における諷刺― 『煙苗季』 の人物描写から」 （ 『アカデミア』 文学・語学編第九五号， 南山大学、 二〇一四年） 。
（
2） 
茅盾「 『煙苗季』和『在白森鎮』 」 （上海魯迅記念館編『周文研究論文集』 、上海社会科学院出版社、二〇一三年、




















































































































































































































































































































































































1章 「日中戦争期の四川省における地方行政の実態について」 （四八九頁） 。
追











The Craftiness and the Immaturity
―The men of  Sichuan Province in “In Baisen Village” by Zhou Wen―
Hiroshi NAKA
Abstract
Zhou Wen put a young man between two veteran prefectural governors 
and contrasted the craftiness of  the two prefectural governors and compared 
the immaturity of  the young man with the craftiness of  the two veterans in his 
medium-length novel “In Baisen Village”.  The two prefectural governors―
governor Liu and vice governor Chen―were modeled on the actual prefectural 
governors who Zhou Wen had associated with in his youth.  Governors of  
this kind are not peculiar to the XiKang region Zhou Wen had lived in, but are 
universal among Sichuan Province at least.  Zhou Wen made figures of  the two 
governors as a typical example of  crafty local government officers.  Therefore, 
they had power to make a deep impression―some kind of  a sense of  closeness 
and some kind of  déjà vu―on the readers.
Through the outstanding description of  the inner side of  his characters and 
the contrast between the craftiness and the immaturity, Zhou Wen successfully 
reproduced the men who had lived in Sichuan Province in the first half  of  the 
20th century.
